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と計算曲線は試料寸法，焼鈍温度によらず非常によく一致し拡散係数 DH = 1. 90 X 10-3 X exp( 一









半径50μn の線状試料の場合，等時焼鈍曲線は二つの回復段階 (100- 210 k と 210 ~ 260 k )を持







ニッケルでは水素が線状試料の表面に拡散して放出される過程が 200 ~ 380 k 近傍に現れ，その際
に円柱の拡散方程式と線の電気抵抗変化とを結び、つけた解析は実験結果をよく説明し，拡散係数とし
て， DH = 1. 90 X 10-3 exp( -8890/ RT) と言う正確な値が得られた。また水素，重水素の拡散係数
の比 DH/ DD は温度の低下と共に濁特な変化を示し，質量効果量子効果に対する初めて精密なデータ
が得られた，鉄においては試料内部の不純物や欠陥による拡散水素の捕獲が大きな影響を及ぼすこと
が判明した。これらの結果は，原理的な興味と基本的に重要なデータを与え，新しい実験方法と解析
方法の開発と共に，物性工学の進展に容与するものであり，博士論文として価値あるものと認める。
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